
   

 

 

 

 

 

今年度の最終月、3月になりました。日が長くなっただけでなく、日差しの温もりも強くなり、頬にあたる風が柔

らかく感じる頃です。日本を代表する花、ソメイヨシノの開花ももうすぐです。自粛の日々ですが、自然と共生する

里山の春は着実に歩みを進めています。                         館長 山崎 凱史 

  

季節の花『梅』 

今年もご近所さんが見事な梅の盆栽を飾ってくださいました。そこで

今回は『梅』のお話です。 

桜に先駆けて可愛らしい花で、私達に「春が近い！」と感じさせてく

れる『梅』。バラ科サクラ属で、葉より先に花を咲かせます。原産地は

中国で、弥生時代に朝鮮半島を経由して伝わったとか、遣唐使が持ち込

んだという説があります。 

 花を楽しむ花梅と、初夏に出来る実を利用する実梅があります。交流

館近くには、毎年多くの真っ白な花をつける梅林があります。昔は実を

梅干しにしていたのでしょうか？でも昨年、梅林の面積が縮小されました。梅干しを作る農家が減って、管理も大変

なのでしょう。 

花の色は白からピンク、緋色、赤まであります。同じ「梅」という名前を持っていますが、蝋梅(ろうばい)はクス

ノキの仲間、黄梅(おうばい)はモクセイ科でジャスミンの仲間で、実は全くの別種です。 

 梅の花言葉は「高潔」「不屈の精神」、紅梅は「優美」、白梅は「気品」です。 

未熟な実は毒があって生では食べられませんが、よく梅酒に加工されます。梅干し等の酸っぱさは中国では紀元前

から酸味料として利用されました。「いい塩梅」というのは、塩かげんとすっぱさがバッチリという意味です。 

 

2月の交流館 

2月19日金曜日に『小野路の里山野鳥観察会』を開催しました。 

冬は鳥たちを身近に感じる季節。葉が落ちて隠れ場が少なくなり、果実も減り、人家のそばまで来て食べ物を探し

ているように感じます。この前も耕した後の土の上でハクセキレイがお食事する景色をよく見かけました。 

季節に合わせて長距離を移動する「渡り」という行動をする鳥が『渡り鳥』です。冬は東南アジアなどにいて春か

ら初夏に日本に来るのが夏鳥(カッコウ、ツバメ、オオルリなど)、夏はシベリアなど

の北国にいて日本で越冬するのが冬鳥(ハクチョウ、オオワシ、ツグミ、ジョウビタ

キなど)、日本は通り過ぎる時に一休みに寄るだけの旅鳥(シギなど)があります。夏

鳥は日本で繁殖行動をするので、求愛行動のさえずりを聞かせてくれることもあり

ます。 

 一方で同じ所に住み続けるのが留鳥(スズメ、メジロなど)、夏は山、冬は平地と長

距離ではない移動をするのが漂鳥(ヒヨドリ、モズ、ウグイス、オオシロなど)です。 

 地球温暖化の影響か、ヨーロッパでは留鳥と渡り鳥が巣をめぐって争いが起こっ

ているという研究もあります。人間が自然を蝕む影響は出来る限り少なくしたいも

のですね。 
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内容：森林インストラクター池田氏のガイドのもと、春の里山で草花の観察会を行います。 

日時：４月16日（金曜日）午前９時30分から午後1時。 定員：15人（申し込み順） 

費用：１,５00円（ガイド料、保険代、昼食代、資料代） ＊少雨決行、荒天中止 
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町田市小野路町888-1  TEL:042-860-4835 

＊交流館で一緒に働いてみませんか？ 料理やお菓子作りがお得意の方、大歓迎です。 業務内容：接客、レジ、配膳等  

勤務時間：午前9時から、または午後0時30分からの５時間(土日勤務の可能な方)週２日～ 詳細は交流館、山崎まで 

スタッフ募集 

小野路宿里山交流館 今後のイベントの予定 

 

北部丘陵の歴史＆自然を学ぶガイドウォーク 

内容：まちだ観光案内人ガイドのもと、北部丘陵エリアの小山田、小野路、

野津田の歴史を学びます。 

日時：3月１０日（水曜日）JR横浜線淵野辺駅北口２階広場午前８時４５

分集合＝路線バスにて桜橋バス停へ＝小山田神社～八石地蔵・大泉寺～小山

田緑地～奈良ばい谷戸～見晴らしの丘～六地蔵～小野路宿里山交流館(昼食)

～小野神社～小野路一里塚～小野路屋敷～上の原草地～鎌倉古道上ノ道～華

厳院～野津田車庫バス停、午後３時頃解散予定 (約9キロのコース) 

定員：１５名（申し込み順）  ＊少雨決行、荒天中止 

費用：1,500円（ガイド料、保険料、昼食代、資料代） 

 

 
奈良ばい谷戸展 

内容：交流館から徒歩約30分の『奈良ばい谷戸』で活動をする、『NPO法

人 まちだ結の里』を紹介します。 

日時：3月7日（日曜日）～ 3月26日（金曜日） 

場所：交流館土蔵にて 費用：無料 

 

 
内容：桜や里山の風景を楽しみながら小野路周辺を歩きます。 

日時：４月2日（金曜日）午前1０時から午後３時まで。 

定員：１５人（申し込み順） 

費用：１,５00円（ガイド料、保険代、昼食代、資料代）＊少雨決行、荒天中止 

＊別所のバス停集合、交流館解散です。 

 

 

 

小野路 桜ガイドウォーク 

春の里山草花観察会 

お茶摘み体験 

内容：小野路の茶畑で茶摘みを体験し、町田産のお茶を作りませんか？ 摘んだ茶葉で作った新茶は後日お渡しします。 

日時：5月１日（土曜日） 詳細は後日お知らせします。 

 

 


